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令和２年度 学校教育自己診断アンケートの結果について（報告） 

 

 このたびは学校教育自己診断アンケートの実施にあたり、保護者、児童生徒の皆様には多大なご協力をいた

だき、ありがとうございました。 

 今回のアンケート結果を以下のようにまとめました。今後の学校教育に活かせるよう、ご報告させていただ

きます。なお、全項目の集計については学校ホームページに掲載します。 

 

１． 回答率（配付実施日：１２/７～１２/１４） 

 教職員 保護者 児童・生徒 

肢体不自由部 

小学部 
１００％ ８２％ 2 名 

肢体不自由部 

中学部 
１００％ ７６％ 3 名 

肢体不自由部 

高等部 
１００％ ６６％ 6 名 

肢体不自由部 

合計 
１００％ ７５％ １１名 

病弱部 

小学部・中学部 
１００％ ６１％ 30 名 

 

２．児童生徒の結果 

・自力で筆記して答えたり、教員が聞き取り筆記したりするなど、回答方法は様々でした。 

・９項目の質問に対して全体的に概ね良好な回答が得られています。病弱部の児童生徒については、アンケー

ト実施が入院（転籍）してからのすぐに回答という児童生徒が多く、「わからない」の回答が多くなりまし

た。 

 

３．保護者の結果 

・全体を通じて昨年度より「よくあてはまる」「あてはまる」の割合が低くなっていますが、合計が８０％以

上の項目が１８項目中 11項目と、半分以上良好な評価をいただくことができました。 

・特に学校への意識に関する項目、情報提供の項目、防犯・防災の項目は９０％と高い評価をしていただいて

います。今後も保護者の皆様との情報共有を大切にし、「安心・安全な学校」作りを目指していきたいと思

います。                                （  ）内は昨年度の割合 

    診 断 内 容 
よく 

あてはまる 
あてはまる 

あまり 

あてはまら

ない 

まったく 

あてはまら

ない 

わからない 未回答 

１ 
子どもは、学校へ行くのを楽しみ

にしている。 

６１％ 

(６７％) 

29% 

(28％) 
４％ 

(３％) 

０％ 

(０％) 

６％ 

(３％) 

０％ 

(０％) 
９０％(９５％) －５ 

７ 

学校は、教育情報について、提供の努

力をしている。 

(連絡帳・学校安心メール・懇談等) 

５６％ 

(６３％) 

３７％ 

(３４％) 
５％ 

(３％) 

１％ 

(０％) 

１％ 

(０％) 

０％ 

(０％) 
９３％(９７％) －４ 

１２ 
学校は保護者と連携し、防犯・防災に

ついて備え、訓練や準備を進めている。 

４９％ 

(６７％) 

４７％ 

(２９％) 
０％ 

(４％) 

０％ 

(０％) 

４％ 

(０％) 

０％ 

(０％) 
９６％(９６％) ０ 

 



・人権に関する項目、保護者との交流に関する項目については、肯定的な意見が昨年度に比べ、大幅に少なく

なっています。学校として、重く受け止め、教職員の人権に対する意識のもち方や継続的な人権研修の実施

などを行い、環境改善に向けて努めていきたいと思います。        （  ）内は昨年度の割合 

 

 診 断 内 容 
よく 

あてはまる 
あてはまる 

あまり 

あてはまら

ない 

まったく 

あてはまら

ない 

わからない 未回答 

４ 

教職員は、日常の教育活動において、

子どもの人権に配慮した言葉や態度で

接している。 

３３％ 

(５７％) 

４４% 

(３７％) 
６％ 

(３％) 

１％ 

(０％) 

１５％ 

(４％) 

０％ 

(０％) 
７７％(９４％) －１７ 

１６ 
学校は関係機関と連携し、保護者の交

流する機会を設けている。 

２３％ 

(４９％) 

４８％ 

(４６％) 
１０％ 

(０％) 

１％ 

(０％) 

１８％ 

(４％) 

０％ 

(１％) 
７１％(９５％) －２４ 

 【本校で生起した人権事案について】 

全教職員を対象とした研修を 2回実施し、各教職員が作成した振り返りアンケート等、内容を共有し、

それぞれの人権感覚の違いや考えについて話し合い、学校生活のあらゆる場面での指導・支援・関わりで、

すべての児童生徒に対して、「人権尊重の意識と責任」を持って実践していくことを再確認し、人権感覚

の意識の向上を図りました。合わせて、すべての判断軸は「子どもにとって」という視点であることを大

切にし、学校教活動においてすべての場面でこの軸がぶれない「健全な同僚性」を全教職員が確認し、こ

れからの教育活動に努めていくことを約束しました。 

 

４．教職員の結果 

・教育活動に関する項目について「よくあてはまる」「あてはまる」の合計が８０％以上の項目が１８項目中

15項目と、概ね良好でした。 

・昨年度からの課題である引継ぎ・整理整頓の項目や情報共有の項目については改善策により、わずかながら

肯定的回答が増えたものの、まだ低い数値です。今後も重要な課題として取り組んでいきたいと考えていま

す。                                  （）内は昨年度の割合 

 

 診 断 内 容 
よく 

あてはまる 
あてはまる 

あまり 

あてはまら

ない 

まったく 

あてはまら

ない 

わからない 未回答 

１６ 

仕事が効率的に実施でき、引継ぎもス

ムーズに行えるように、定期的な整理

整頓を行っている。 

１５％ 

(１９％) 

５６% 

(４８％) 
２４％ 

(２５％) 

１％ 

(２％) 

４％ 

(６％) 

０％ 

(０％) 
７１％(６７％) ＋４ 

２４ 
各学部・学年間や各分掌間の連携・情

報伝達がスムーズに行われている。 

２２％ 

(１６％) 

４４％ 

(４９％) 
２５％ 

(２３％) 

３％ 

(２％) 

４％ 

(８％) 

３％ 

(２％) 
６６％(６５％) ＋１ 

 

・今年度は、教育活動と学校運営に関する項目のうち、上記２つに加え、人権の項目と肯定的な回答が低い働

き方に関する項目について重点を絞り、昨年度に引き続き課題改善に向けて教職員間で意見を出し合い、今

後に向けての具体的な改善案を検討しました。次年度に向けて分掌・学部等で反映できるところから進めて

いきたいと考えています。                         （）内は昨年度の割合 

 

 診 断 内 容 
よく 

あてはまる 
あてはまる 

あまり 

あてはまら

ない 

まったく 

あてはまら

ない 

わからない 未回答 

２ 

児童生徒に関する「言葉・行動」と同

僚間で使用する「言葉・行動」の質を

高め、人権を尊重した教育活動を行っ

ている。 

１６％ 

(２１％) 

６９% 

(６０％) １２％ 

(１５％) 

１％ 

(２％) 

１％ 

(２％) 

１％ 

(０％) 
８５％(８１％) ＋４ 

１７ 

「仕事の時間を区切る」「仕事のスリム

化を行う」「仕事の仕方を変える」をた

めに工夫・改善に取り組んでいる。 

１７％ 

(２０％) 

４４％ 

(４５％) 
３２％ 

(２４％) 

４％ 

(６％) 

３％ 

(５％) 

０％ 

(０％) 
６１％(６５％) －４ 

 

アンケートにご協力本当にありがとうございました。保護者の皆様には、今後もご理解とご協力の程よろ

しくお願いします。 


